
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 いわき市鹿島町御城字赤坂 16-6 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計 20 社(原木供給／2 社、製材／3 社、建材流通／2 社、プレカット

／3 社、設計／2 社、施工／7 社、その他／1社) 
価格帯 1,000～1,800 万円 

代表者名 鈴木正一(有限会社鈴勝建設 代表取締役社長) 価格の基準面積 100 ㎡ 

主な受賞歴等 ・平成 23 年長期優良住宅先導事業採択（実績 12 棟） 
価格に含まれない 

項目 
屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 

担当：志賀なおみ 
[メール] suzukatsu-s@kba.biglobe.ne.jp 
[電話] 0246-38-8860 [ＦＡＸ] 0246-38-8861 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.suzukatsu.jp/  

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

木造在来軸組工法と匠の家づくり 
●外国から来た観光客に聞かれました。「ニッポンの家はどこに建っていま

すか？」街にも住宅展示場にも同じ顔した国籍不明の家が並んでいます。

これが日本の家だよと外国の人に誇れる家はどこにあるのでしょうか？ 

●工業化か、手仕事か。人の住む家ぐらいは職人の手仕事で手づくりしたい。

誰もが真剣に願うところだと思います。 

●若い人に手の届く価格で本物の家を建てるのが理念です。いくら無垢の木

と職人の手仕事の家でもコストが上がっては意味がありません。毅然とし

た構造体、無駄な装飾をそぎ落とした後に残る本質。引き算の美学。心地

よい統一感のあるシンプルなデザインは美しいだけでなく省コストにも

貢献しています。 
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福島県全域及び茨城県北部 

[グループの特徴とメッセージ] 
●国産の木材をふんだんに使い、木架構の美しさを生かし、 

日本の伝統的美意識と文化の奥深さを感じる新しい木造在来軸組工法の家を、 

若い人たちでも建てることのできるコストで、天然素材と職人さんたちの手仕事でおしゃれに造ることができたら、 

これからの住宅のスタンダードとして確立できるのではないだろうか。 

●木造在来軸組工法の良さと将来性をもう一度見直し、人の住む住宅ぐらいは工業化されたものでなく、 

生き生きとみずみずしい生気あふれる家がいい。素の様な考え方を持った工務店が集まった会です。 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 


